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一　
は
じ
め
に

　

平
康
頼
が
書
い
た
と
さ
れ
る
『
宝
物
集
』
に
は
異
本
が
多
く
、
最
も
早
い
成

立
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
以
下
、
一
巻
本
と
略
す
）」
を

は
じ
め
、
二
巻
本
、
三
巻
本
、
六
巻
本
、
七
巻
本
、
九
冊
本
等
様
々
な
伝
本
が

存
在
す
る
。
こ
う
し
た
伝
本
の
系
統
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究

者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、
中
で
も
小
泉
弘
氏
の
研
究
は
、
多
数
の
諸
本

を
詳
細
に
比
較
考
察
し
、
七
つ
の
系
統
に
整
理
さ
れ
、
研
究
史
の
画
期
を
な
す

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
吉
田
本
」、「
瑞
光
寺
本
」、「
吉
川
本
」
等
の

「
七
巻
本
」
の
考
察
か
ら
、「
第
二
種
七
巻
本
（
以
下
、
七
巻
本
と
略
す
）」
は

「
一
巻
本
」
の
改
稿
本
で
あ
る
と
し
て
、
作
者
も
康
頼
で
あ
り
、
和
歌
の
出
典

か
ら
『
千
載
集
』
撰
進
以
前
―
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
以
前
―
と
し
て
い

る
（
（
（

。
こ
の
研
究
成
果
は
以
後
の
『
宝
物
集
』
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
出

発
点
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
研
究
成
果
を
前
提
と
し
て
系
統
論
を
展
開
し

た
研
究
者
に
山
田
昭
全
氏
が
い
る
。
山
田
氏
は
、
小
泉
氏
が
整
理
さ
れ
た
「
一

巻
本
」、「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
（
以
下
、
片
活
三
本
と
略
す
）」、「
七
巻
本
」

の
三
系
統
に
注
目
さ
れ
、「
一
巻
本
」「
片
活
三
本
」「
七
巻
本
」
の
順
序
で
成

立
し
、
三
伝
本
と
も
著
者
は
平
康
頼
で
あ
る
と
論
じ
た（

（
（

。
し
か
し
、
小
泉
・
山

田
両
氏
の
間
で
は
「
片
活
三
本
」
と
「
七
巻
本
」
の
成
立
の
先
後
や
、
著
者
が

平
康
頼
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
小

稿
で
は
、「
片
活
三
本
」
と
「
七
巻
本
」
に
語
ら
れ
る
「
能
恵
法
師
説
話
」
と

十
二
門
開
示
中
の
「
観
念
」
の
章
段
に
着
目
し
、
両
本
の
記
述
内
容
を
比
較
検

討
し
、
当
時
の
思
想
・
信
仰
等
も
考
慮
し
な
が
ら
そ
の
成
立
時
期
を
考
察
す

る
。

二　
「
能
恵
法
師
」
説
話
に
つ
い
て

　
『
宝
物
集
』
で
は
ど
の
系
統
本
で
も
後
半
の
構
成
は
成
仏
す
る
為
の
方
法
と

し
て
、
ま
ず
浄
土
に
往
生
で
き
る
十
二
の
取
り
組
み
方（

（
（

を
開
示
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
が
第
一
門
か
ら
第
十
二
門
と
し
て
開
示
さ
れ
た
後
、
各
門
の
章
段
で
例

話
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い
く
。
今
回
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、「
一
巻

本
」
で
は
第
二
門
、「
片
活
三
本
」、「
七
巻
本
」
で
は
第
五
門
、「
発
願
」
の
章

段
に
出
て
く
る
「
能
恵
法
師
説
話
」
で
あ
る
。
作
者
に
と
っ
て
近
い
時
期
の
出

『
宝
物
集
』
成
立
考

　
　

 「
能
恵
法
師
説
話
」
と
「
第
八
門
〈
観
念
〉」
を
手
が
か
り
に 　
　

東
　
　
　
宇
　
量
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来
事
だ
っ
た
ら
し
く
、
三
伝
本
共
に
近
い
時
期
で
あ
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

特
に
「
一
巻
本
」
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
て
い
な
い
最
近
の
出
来
事
で
あ
る

と
、
千
葉
照
源
氏（

（
（

や
美
濃
部
重
克
氏（

（
（

は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
片
活
三

本
」、「
七
巻
本
」
に
加
え
て
、「
一
巻
本
」
の
内
容
も
合
わ
せ
て
記
し
、
考
察

を
加
え
る
。

　

右
の
表
Ⅰ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
七
巻
本
」
に
な
る
と
「
一
巻
本
」、「
片

活
三
本
」
に
比
べ
て
内
容
が
多
い
。「
一
巻
本
」
で
は
能
恵
法
師
が
蘇
っ
た
こ

と
の
み
で
再
び
没
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
巻
数
が
増
え

る
に
つ
れ
詳
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
一
巻
本
」

で
「
チ
カ
ウ
ハ
」（
傍
線
部
Ａ
）、「
片
活
三
本
」
で
「
近
キ
ニ
ハ
」（
傍
線
部
Ｂ
）

と
あ
る
の
に
対
し
て
、「
七
巻
本
」
で
は
「
む
げ
に
ち
か
く
」（
傍
線
部
Ｃ
）
と

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
一
巻
本
」
で
「
ソ
ノ
コ
ロ
ヒ
ト
京
ニ
ノ
ヽ
シ

リ
侍
シ
カ
」（
傍
線
部
ａ
）、「
片
活
三
本
」
で
「
其
比
皆
口
付
テ
侍
リ
シ
文
也
」

（
傍
線
部
ｂ
）
と
書
か
れ
た
箇
所
を
、「
七
巻
本
」
で
は
「
そ
の
こ
ろ
一
京
の
人

の
書
き
持
ち
て
侍
り
し
文
よ
。」（
傍
線
部
ｃ
）
と
い
う
内
容
に
書
き
換
え
て
い

る
点
で
あ
る
。
山
田
氏
の
説
に
従
い
、『
宝
物
集
』
が
「
一
巻
本
」、「
片
活
三

本
」、「
七
巻
本
」
の
順
に
同
じ
作
者
が
増
訂
し
て
き
た
と
す
る
と
次
の
こ
と
が

言
え
る
。「
一
巻
本
」
と
「
片
活
三
本
」
を
書
い
て
い
る
時
期
は
「
能
恵
法
師

説
話
」
に
対
す
る
状
況
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
説
話
に
出
て
く
る
「
般

若
第
一
教
」
以
下
の
偈
文
を
声
に
出
し
て
唱
え
て
い
た
の
だ
。
作
者
は
そ
の
こ

と
を
た
だ
単
純
に
近
い
時
期
の
出
来
事
と
し
て
記
述
し
た
。「
七
巻
本
」
の
、

「
能
恵
法
師
説
話
」
を
書
く
段
階
に
至
っ
て
世
間
で
変
化
が
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
京
中
の
人
が
「
般
若
第
一
教　

此
経
結
縁
者
雖
有
重
業

障　

必
当
得
解
脱
」
の
偈
文
が
書
か
れ
た
紙
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
記

表
Ⅰ

「
一
巻
本
」

「
片
活
三
本
」

「
七
巻
本
」

Ａ
チ
カ
ウ
ハ
東
大
寺
之
能
惠
得
業
大
般
若
供
養
ス

ヘ
キ
願
ア
リ
ト
テ
ヨ
ミ
カ
ヘ
リ
テ
侍
シ
ハ
タ
レ

モ
オ
ホ
ヘ
タ
マ
フ
ラ
ム
モ
ノ
ヲ
般
若
第
一
敎
此

經
結
緣
者
雖
有
重
業
障
必
當
得
解
脫
コ
ノ
文
コ

ソ
ハ
炎
广
王
ノ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ト
テ
ａ
ソ
ノ
コ
ロ

ヒ
ト
京
ニ
ノ
ヽ
シ
リ
侍
シ
カ
願
力
カ
ヤ
ウ
ニ
侍
ソ

ハ
ヤ
ク
佛
ニ
ナ
ラ
ム
ト
願
ヲ
發
給
ヘ
シ

Ｂ
近
キ
ニ
ハ
、
東
大
寺
ノ
華
厳
宗
の
能
恵［
得
］業

ノ
願
力
ニ
ヨ
リ
テ
、
ヨ
ミ
ガ
ヘ
リ
、
大
般
若
供

養
シ
テ
程
ナ
ク
ウ
セ
ケ
ル
コ
ソ
、
世
中
ノ
人
ノ

哀
レ
ト
侍
リ
シ
カ
。

　
　

般
若
第
一
教　

此
経
結
縁
者

　
　

雖
有
重
業
障　

必
当
得
解
脱

ト
此
文
ヲ
バ
閻
魔
王
ノ
誦
シ
給
ヒ
シ
ケ
ル
ト
テ
、

ｂ
一
京
ノ
人
、
其
比
皆
口
付
テ
侍
リ
シ
文
也
。

Ｃ
む
げ
に
ち
か
く
の
事
に
は
侍
ら
ず
や
、
東
大
寺
華
厳
宗
能
恵

得
業
と
申
し
し
人
、
大
般
若
書
写
し
、
供
養
す
べ
き
願
あ
り

て
、
営
み
あ
り
き
し
ほ
ど
に
、
や
ま
ひ
づ
き
て
う
せ
に
き
。
閻

魔
王
宮
に
て
、
こ
の
願
あ
る
よ
し
を
申
し
け
れ
ば
、「
す
み
や

か
に
か
へ
り
て
願
を
と
ぐ
べ
し
」
と
て
、
よ
み
が
へ
り
て
、
大

般
若
書
写
供
養
し
て
、
ほ
ど
な
く
う
せ
侍
り
に
き
。

　
　

般
若
第
一
教　

此
経
結
縁
者

　
　

雖
レ
有
二
重
業
障
一　

必
当
レ
得
二
解
脱
一

こ
の
文
こ
そ
は
、
閻
魔
王
の
誦
し
給
ひ
け
る
文
と
て
、
ｃ

そ
の

こ
ろ
一
京
の
人
の
書
き
持
ち
て
侍
り
し
文
よ
。
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し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
紙
は
お
守
り
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
元
々
口
に
出
し
て
唱
え
て
い
た
偈
を
紙
に
書
い
て
持
つ
こ
と
で
そ
の

利
益
を
願
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
口
承
か
ら
文
字
に
な
る
と
い
う
、

「
般
若
第
一
教
」
に
対
す
る
思
想
信
仰
の
進
展
の
実
態
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、

「
七
巻
本
」
執
筆
時
は
そ
の
変
化
が
起
き
た
直
後
だ
っ
た
の
で
「
む
げ
に
ち
か

く
」
と
書
き
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
推
測
す
る
に
は
能
恵
法
師

自
身
の
出
来
事
や
そ
の
説
話
形
成
が
『
宝
物
集
』
と
近
い
時
期
だ
っ
た
の
か
検

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
者
に
と
っ
て
近
い
時
期
と
い
う
と
幾
分
感
覚
的

に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、「
能
恵
法
師
説
話
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く

過
程
に
つ
い
て
推
測
す
る
。

　
「
能
恵
法
師
説
話
」
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
整
理
す
る
と
、
竹
居

明
男
氏
の
論
考
に
諸
研
究
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
と

さ
せ
て
頂
く（

（
（

。
竹
居
氏
は
ま
ず
梅
津
次
郎
氏
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
梅
津

氏
は
能
恵
法
師
が
天
治
二
年
（
一
一
二
五
）
に
生
ま
れ
、
説
話
の
出
来
事
が

あ
っ
た
の
は
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
で
仁
安
四
年
（
一
一
六
九
）
に
没
し
た

こ
と
や
、
一
三
世
紀
前
半
に
能
恵
法
師
の
蘇
生
譚
が
世
間
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
の
も
の
と
思
わ

れ
る
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
に
「
能
恵
得
業
絵
」
が
あ
り
、
現
在
の
『
能
恵
法

師
絵
詞
』
と
の
関
連
は
断
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
辺
り
の
年
代
で
成
立
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
結
論
し
た（

（
（

。

　

一
方
で
近
藤
喜
博
氏
は
『
八
幡
御
宣
託
記
宗
祐
筆
』
と
す
る
一
巻
の
文
書
の

裏
書
に
能
恵
法
師
の
『
大
般
若
経
』
供
養
に
関
す
る
説
話
が
あ
る
と
し
て
、
そ

の
全
文
を
紹
介
し
た（

（
（

。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
承
久
四
年
（
一
二
二
二
年
）
二

月
二
十
二
日
に
「
荒
本
」
か
ら
控
え
た
と
あ
る
。
こ
の
「
荒
本
」
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
氏
は
、

　
　

�　

右
（
※
筆
者
注
：
荒
本
を
指
す
）
に
示
し
た
も
の
が
、
能
恵
絵
詞
の
テ

キ
ス
ト
に
な
つ
た
か
否
か
は
断
定
出
来
な
い
が
、
恐
ら
く
か
う
云
つ
た
能

恵
得
業
傳
が
、
原
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
慥
か
で
あ
る
。

梅
津
氏
所
説
の
如
く
建
長
二
年
の
成
立
を
措
定
す
る
と
、
承
久
四
年
は
そ

れ
よ
り
二
十
八
年
以
前
に
当
り
、
事
情
は
合
つ
て
く
る
。
し
か
し
、
更
に

こ
れ
よ
り
溯
っ
て
蘇
生
譚
と
し
て
能
恵
の
話
は
説
話
と
し
て
語
ら
れ
て
ゐ

た
の
で
あ
つ
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
し
て
何
ら
か
の
能
恵
法
師
に
関
す
る
話
が
絵
巻
成
立
前
に
流
布
し
て
い
た
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
八
幡
愚
童
訓
』
乙
本
で
は
能
恵
法
師
説
話
を
引
用
し
た
次
に
備
後
国
の
覚

円
と
い
う
僧
侶
が
『
大
般
若
経
』
供
養
の
願
を
起
こ
し
て
八
幡
宮
に
参
拝
し
、

死
後
に
能
恵
法
師
説
話
に
書
か
れ
た
通
り
の
地
獄
を
巡
り
蘇
生
し
た
話
が
あ

り
、
更
に
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
藤
原
の
氏
女
が
能
恵
法
師
の
絵
詞
と
思

わ
れ
る
も
の
を
見
て
歓
喜
し
て
『
大
般
若
経
』
供
養
を
行
う
に
話
に
続
く（

（
（

。
そ

の
冒
頭
部
分
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�　

藤
原
の
氏
女
、
建
永
元
年
の
比
、
能
恵
得
業
が
有
様
を
書
き
た
る
絵
を

み
て
、
歓
喜
し
て
『
大
般
若
経
』
供
養
の
願
を
お
こ
し
て
、（
以
下
略
）（

（1
（

こ
の
記
述
か
ら
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
は
能
恵
法
師
蘇
生
譚
が
文
字
だ
け

で
な
く
、
現
在
伝
わ
る
『
能
恵
法
師
絵
詞
』
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
絵
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も
流
布
し
て
い
た
と
分
か
る
。

　

以
上
竹
居
氏
の
論
文
を
整
理
す
る
と
、
現
存
す
る
『
能
恵
法
師
絵
詞
』
に
引

用
さ
れ
て
い
る
説
話
そ
の
も
の
と
直
接
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立

前
に
説
話
自
体
は
存
在
し
て
お
り
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
は
何
ら
か
の

絵
詞
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ

る
『
宝
物
集
』「
一
巻
本
」、「
片
活
三
本
」、「
七
巻
本
」
に
は
い
ず
れ
の
記
述

に
も
絵
に
関
す
る
こ
と
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
能
恵
法
師
絵
詞
』
の
成

立
は
『
宝
物
集
』
以
後
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
先
述
し

た
、
口
承
か
ら
文
字
に
な
る
と
い
う
、「
般
若
第
一
教
」
に
対
す
る
思
想
信
仰

の
進
展
の
後
、
そ
う
遠
く
は
な
い
頃
に
『
能
恵
法
師
絵
詞
』
が
成
立
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
宝
物
集
』
の
「
能
恵
法
師
説

話
」
は
『
能
恵
法
師
絵
詞
』
成
立
時
期
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、「
般
若
第
一

教
」
の
思
想
信
仰
の
進
展
（
三
伝
本
の
微
妙
な
書
き
換
え
）
を
通
し
て
、
成
立

の
事
情
な
ど
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
三

伝
本
の
微
妙
な
書
き
換
え
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

三　
『
宝
物
集
』
の
「
ち
か
し
」
の
時
間
的
距
離
に
つ
い
て

　

先
述
し
た
よ
う
に
、『
宝
物
集
』
三
伝
本
の
「
能
恵
法
師
説
話
」
の
冒
頭
に

は
「
チ
カ
ウ
ハ
」（
一
巻
本
）「
近
キ
ニ
ハ
」（
片
活
三
本
）「
む
げ
に
ち
か
く
」（
七

巻
本
）
と
あ
り
、「
ち
か
し
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
じ

め
に
、「
七
巻
本
」
に
用
い
ら
れ
た
「
ち
か
し
」
の
用
例
を
す
べ
て
抜
き
出
し
、

そ
の
用
法
を
調
査
し
て
み
た
い
。

①�　

ち
か
く
は
、
白
河
院
の
、
野
の
行
幸
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
土
御
門
右
大

臣
師
房
の
、
和
歌
の
序
書
給
ひ
て
侍
こ
そ
、
お
も
し
ろ
く
侍
め
れ
。

�

一
〇
頁

②�　
「
此
国
に
は
人
を
馬
に
な
す
事
侍
る
也
。
馬
に
な
さ
れ
給
ふ
な
。
近
く
も

商
人
の
来
し
を
、
馬
に
な
し
て
侍
る
也
」�

二
六
頁

③�　

と
云
ひ
け
れ
ば
、
此
事
を
こ
ま
か
に
習
て
、
近
く
商
人
を
な
し
た
る
馬
の

あ
り
さ
ま
を
問
ふ
に
、�

二
六
頁

④�　

ち
か
く
は
則
長
卿
宰
相
、
東
の
方
へ
な
が
さ
れ
給
ふ
と
て
、
か
く
ぞ
よ
み

給
ひ
け
る
。

　

お
ち
滝
つ
水
の
あ
は
と
は
な
が
る
れ
ど
う
き
に
き
え
せ
ぬ
身
を
い
か
に
せ
ん

�

一
〇
三
頁

⑤�　

一
生
過
ぎ
や
す
し
、
万
事
夢
の
ご
と
し
、
冥
途
ち
か
き
に
あ
り
、
夕
の
日

に
に
た
り
。�

一
四
一
頁

⑥�　

是
ま
で
は
、
昔
の
物
語
な
れ
ば
、
こ
ま
か
に
及
び
侍
ら
ず
。
ち
か
く
は
安

元
二
年
な
ど
も
、
あ
さ
ま
し
く
侍
り
し
と
ぞ
か
し
。

　

�

六
条
新
院　

高
松
院　

建
春
門
院　

九
条
院　

こ
れ
も
う
ち
つ
ゞ
き
六
七
月

ば
か
り
に
う
せ
さ
せ
給
ひ
に
き
。�

一
五
七
頁

⑦�　

ち
か
き
ほ
ど
な
れ
ば
、
六
波
羅
の
地
蔵
へ
ぞ
つ
ね
に
ま
い
り
け
る
。

�

一
八
〇
頁

⑧�　

ち
か
く
は
、
紫
式
部
が
虚
事
を
も
つ
て
源
氏
物
語
を
つ
く
り
た
る
罪
に
よ

り
て
、
地
獄
に
お
ち
て
苦
患
し
の
び
が
た
き
よ
し
、
人
の
夢
に
み
え
た
り
と

て
、
歌
よ
み
ど
も
の
よ
り
あ
ひ
て
、
一
日
経
か
き
て
、
供
養
し
け
る
は
、
お

ぼ
え
給
ふ
ら
ん
も
の
を
。�

二
二
九
頁

⑨�　

む
げ
に
ち
か
く
の
事
に
は
は
べ
ら
ず
や
、
東
大
寺
華
厳
宗
能
恵
得
業
と
申
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し
し
人
、『
大
般
若
経
』
書
写
し
、
供
養
す
べ
き
願
あ
り
て
、
営
み
あ
り
き

ほ
ど
に
、
や
ま
ひ
づ
き
て
う
せ
に
き
。�

二
五
二
頁

⑩�　

遠
所
へ
行
て
、
病
を
う
け
て
、
二
人
の
子
あ
る
が
も
と
へ
つ
げ
や
り
た
る

に
、
一
人
の
子
は
い
た
る
所
ち
か
し
、
一
人
の
子
は
居
所
と
を
し
。

�

二
八
八
頁

　

こ
の
十
箇
所
の
用
例
で
『
宝
物
集
』
作
者
が
時
間
的
に
「
ち
か
く
」
と
し
た

の
は
、
①
④
⑥
⑧
⑨
で
あ
る
。
①
の
白
河
院
が
大
井
川
行
幸
を
行
っ
た
の
は
承

保
三
年
（
一
〇
七
六
）
の
こ
と
で
、
こ
の
話
の
直
前
に
醍
醐
天
皇
の
話
が
あ

り
、
そ
れ
と
比
べ
て
相
対
的
に
近
い
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
④
の
則
長
卿
宰
相
と
は
藤
原
教
長
（
一
一
〇
九
～
一
一
八
〇
？
）
で
、
保

元
元
年
（
一
一
五
六
）
に
起
き
た
保
元
の
乱
で
敗
走
し
た
後
出
家
し
、
常
陸
へ

流
さ
れ
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
京
へ
召
還
さ
れ
た
。「
東
の
方
へ
な
が
さ

れ
給
ふ
」
と
は
、
こ
の
常
陸
へ
流
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

若
干
昔
の
話
に
思
わ
れ
る
が
藤
原
教
長
の
没
年
が
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
『
宝
物
集
』「
一
巻
本
」
成
立
時
に
は
存
命
か
、
直
近

ま
で
存
命
で
あ
っ
た
人
物
の
話
で
あ
り
、
最
近
の
出
来
事
と
し
て
当
時
は
実
感

で
き
た
の
で
は
な
い
か（

（1
（

。
⑥
の
安
元
二
年
は
一
一
七
六
年
で
『
宝
物
集
』
成
立

時
期
と
極
め
て
近
い
。
明
確
な
時
期
が
書
か
れ
た
「
ち
か
く
」
と
い
う
表
現
で

作
中
に
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
以
降
の
こ
と
は
無
く
、
冒
頭
の
双
林
寺
へ
平

康
頼
が
身
を
寄
せ
た
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
以
降
に
書
か
れ
た
こ
と
と
整
合

性
が
と
れ
る
。
⑧
の
紫
式
部
が
地
獄
に
堕
ち
た
と
い
う
部
分
は
『
今
鏡
』
に
引

用
さ
れ
て
お
り
、「
歌
よ
み
ど
も
の
」
以
降
の
部
分
が
最
近
の
出
来
事
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
歌
よ
み
ど
も
」
が
一
日
経
を
書
い
て
供
養
し
た
時

期
が
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
八
月
を
あ
ま
り
下

ら
な
い
時
期
と
清
水
宥
聖
氏
が
東
寺
宝
菩
提
院
蔵
澄
憲
の
『
無
題
表
白
集
』
の

中
の
一
首
「
故
都
督
三
品
後
家
尼
上
五
部
大
乗
経
供
養
」
を
取
り
上
げ
指
摘
し

て
い
る（

（1
（

。
⑨
が
「
能
恵
法
師
説
話
」
冒
頭
と
な
る
。

　

因
み
に
⑨
に
つ
い
て
、「
般
若
第
一
教
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
似

た
内
容
が
澄
憲
の
『
言
泉
集
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
次
に
記
す
。

　
　

�

寶
幢
幡
蓋
香
花
珎
寶
衣
服
種

ノ々

供
具
窮キ

ハ
メ

美ヲ
一
極メ

妙ヲ

盡ス

忠ス
一
諸
儈
讚
唄シ

テ

行
香

咒
願ス

禮
供
旣ニ

訖テ

王
臣
大
衆
歡
喜シ

テ

而
退シ

リ
ソ
キ
ヌ

其
夜ヨ

沙
門
寂
照カ

所
夢ユ

メ
ミ
ル

一
白
三
臧ニ

言ク

玉
花
寺ノ

空ノ

中ニ

無
數ノ

化
佛
住
立シ

テ

說テ

偈
云

　
　

般
若
佛
母
深
妙ノ

典　

於
諸
經
中
一
最モ

第
一ナ

リ

　
　

一
花
一
香モ

供
養
者ス

ル
ハ

　

定テ

得ウ

无
上
三
菩
提ヲ
一

　
　

�

時ニ

三
臧ノ

言ク

此ハ

是レ

經
中ノ

千
佛
讚
下
歎シ

タ
マ
フ

供
養ス

ル

經
卷ヲ
一
功
徳
德ヲ
上
中ニ

有リ

誠
言
不
可

疑
惑ス

矣

　
　

�

大
般
若
一
百
二
十
七
云
若
善
男
子
善
女
人

　
　

�

等
於
此
般
若
波
羅
密
多
至
心
聽
聞シ

受
持
讀
誦シ

精
勤
修
學シ

如
理
思
惟シ

廣ク

爲
有

情ノ
一
宣
說
流
布シ

或
復
書
寫シ

衆
寶
嚴
飾シ

以
無
量
種ノ

上
妙
花
鬘
塗
散
等
香
花
衣

服
瓔
珞
寶
憧
幡
蓋
衆
妙
珎
奇
伎
樂
燈
明ヲ
一

　
　

�

盡シ
テ

諸ノ

所
有ヲ
一
供
養
恭
敬シ

尊
重
讚
嘆ス

ル

是
善
男
子
善
女
人
等
決
定シ

テ

不
復
墮
於
地

獄
傍
生
鬼
界
一
必
趣ク

無
上
正
等
菩
提ニ
一
常ニ

見
諸
佛ヲ
一
恒
聞キ

正
法
不
離
善

（
（1
（友ヲ

一

引
用
文
中
に
見
る
如
く
「
般
若
第
一
経
」
を
供
養
・
讃
嘆
す
る
こ
と
で
地
獄
へ

堕
ち
ず
に
済
む
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
（
傍
線
部
分
）。
作
者
と
さ
れ
て

い
る
澄
憲
は
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
か
ら
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
ま
で
生
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「
国
文
学
試
論
」
第
25
号
　
平
成
28
年
3
月

き
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
宝
物
集
』
と
同
時
期
の
「
般
若
第
一
経
」
の
功
徳
を

書
い
た
例
で
あ
る
。
偶
然
酷
似
す
る
経
文
が
引
用
さ
れ
た
の
で
な
く
、
共
通
の

仏
教
思
想
に
基
づ
い
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
こ
で
紹
介
し
た
。

　

さ
て
こ
こ
ま
で
「
七
巻
本
」
で
の
「
ち
か
し
」
の
時
期
を
見
て
き
た
。
時
間

の
感
覚
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、「
七
巻
本
」
か
ら
明

確
な
数
字
や
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
七
巻
本
」
で
は
極
端
に
昔

の
話
を
「
ち
か
し
」
と
は
書
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
最
も
古
い
出
来
事

は
④
の
藤
原
教
長
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
約
二
〇
年
前
の
出
来
事
と
思
わ
れ

る
。
確
か
に
『
宝
物
集
』
が
紀
元
前
の
イ
ン
ド
や
中
国
に
つ
い
て
も
扱
っ
て
は

い
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
二
〇
年
前
の
こ
と
が
最
近
だ
っ
た
と
は
断
言
で
き

な
い
。
し
か
し
教
長
は
「
七
巻
本
」
を
執
筆
す
る
数
年
前
に
没
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
作
者
は
同
時
代
を
生
き
た
人
と
し
て
、
教
長
に
起
き
た
こ
と
を
感

覚
的
に
近
い
出
来
事
だ
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
教
長
の

こ
と
を
「
ち
か
く
は
」
と
書
い
た
こ
と
に
納
得
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
「
七
巻

本
」
の
「
ち
か
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
と
、
引
用
等
で
な
く
、
作
者
自
身

の
判
断
で
「
ち
か
し
」
と
い
う
単
語
を
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
む
げ

に
ち
か
く
」
と
し
た
の
も
作
者
が
敢
え
て
そ
う
書
い
た
可
能
性
が
高
ま
る
と
言

え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
⑧
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
言
及

し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
段
は
「
片
活
三
本
」
と
記
述
が
異
な
る

の
で
あ
る
。「
片
活
三
本
」
で
は

　
　

�　

マ
ヂ
カ
ク
ハ
、
紫
式
部
ガ
夢
ニ
、「
虚
言
ヲ
以
テ
源
氏
物
語
ヲ
造
シ
故

ニ
、
地
獄
ニ
堕
チ
、
苦
ヲ
受
タ
リ
」
ト
見
ヘ
シ
故
ニ
、「
早
源
氏
物
語
ヲ

破
リ
捨
テ
ゝ
、
一
日
経
ヲ
書
テ
唁
ベ
シ
」
ト
云
ヒ
ケ
ル
ト
テ
、
歌
読
ミ

共
、
集
テ
務
ナ
ミ
ア
ヒ
タ
リ
シ
也
。

と
あ
り
、
清
水
宥
聖
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
段
は
『
無
題
表
白
集
』
の
「
故
都
督
三

品
後
家
尼
上
五
部
大
乗
経
供
養
表
白
」
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
成
立
は
文
中
の
記
事
内
容
か
ら
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
八
月
だ
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
「
マ
ヂ
カ
ク
」
と
し
た
「
片
活
三
本
」
は
成
立
が
元
暦
二

年
（
一
一
八
五
）
八
月
に
極
め
て
近
い
時
期
だ
と
さ
れ
て
い
る
。「
七
巻
本
」

で
「
マ
ヂ
カ
ク
」
か
ら
「
ち
か
く
」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

「
七
巻
本
」
が
「
片
活
三
本
」
成
立
以
後
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
つ
ま
り
「
片
活
三
本
」
で
は
「
マ
ヂ
カ
ク
」
と
い
う
直
近
の
出
来
事

で
あ
っ
た
の
が
、「
七
巻
本
」
で
は
少
し
時
間
が
経
っ
た
の
で
「
ち
か
く
」
と

書
き
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
「
片
活
三
本
」
で
「
近
キ
ニ
ハ
」
と
し
て

「
般
若
第
一
教
」
以
下
の
偈
文
を
唱
え
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
た
能
恵
法
師
の

蘇
生
譚
に
つ
い
て
、「
七
巻
本
」
で
は
「
む
げ
に
ち
か
く
」
に
「
そ
の
こ
ろ
一

京
の
人
の
書
き
持
ち
て
侍
り
し
文
」
と
し
て
書
写
し
所
持
し
て
い
た
と
書
き
改

め
て
い
る
の
で
、
説
話
形
成
に
変
化
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
片
活
三

本
」
の
紫
式
部
堕
地
獄
説
話
の
「
マ
ヂ
カ
ク
ハ
」
と
「
七
巻
本
」
の
「
む
げ
に

ち
か
く
」
の
書
き
改
め
ら
れ
方
は
「
片
活
三
本
」
の
次
に
「
七
巻
本
」
が
で
き

た
と
す
る
と
納
得
で
き
る
。
も
し
「
七
巻
本
」
か
ら
先
に
で
き
た
場
合
、
紫
式

部
堕
地
獄
説
話
に
つ
い
て
は
先
に
成
立
し
た
「
七
巻
本
」
で
「
ち
か
く
は
」
と

あ
る
の
に
、
後
か
ら
成
立
し
た
「
片
活
三
本
」
で
「
マ
ヂ
カ
ク
ハ
」
と
同
じ
出

来
事
に
つ
い
て
時
を
経
た
後
に
書
い
て
「
マ
ヂ
カ
ク
」
と
す
る
こ
と
に
違
和
感

が
あ
る
。
そ
し
て
「
能
恵
法
師
説
話
」
は
さ
ら
に
不
可
解
に
な
る
。「
一
巻
本
」
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で
唱
え
て
い
た
偈
文
が
「
七
巻
本
」
で
は
紙
に
書
い
て
持
ち
運
ぶ
よ
う
に
な

り
、「
三
巻
本
」
で
再
び
口
で
唱
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
不
自
然
な
経
過
を

辿
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
「
片
活
三
本
」
と
「
七
巻
本
」
が
い
つ
成
立
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る

が
、『
宝
物
集
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
美
濃
部
氏
の
考
察
で
は
、「
一
巻
本
」

と
「
七
巻
本
」
で
和
歌
作
者
の
官
職
が
異
な
る
人
物
が
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
一
二
月
以
前
と
し
た
。
ま
た
和
歌
の
作
者
に
平
家
に

関
係
す
る
人
物
が
『
宝
物
集
』
に
出
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
平
家
追
討
の
命
が

出
た
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
八
月
二
八
日
以
降
を
「
七
巻
本
」
成
立
時
期
と

し
た（

（1
（

。
ま
と
め
る
と
成
立
時
期
は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
八
月
二
八
日
以

後
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
一
二
月
以
前
と
な
る
。
こ
れ
は
小
泉
弘
説
の

『
千
載
集
』
成
立
前
と
も
近
似
し
て
く
る
。
た
だ
「
片
活
三
本
」
成
立
時
期
と

併
せ
て
考
え
、「
片
活
三
本
」
と
「
七
巻
本
」
が
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
八

月
以
後
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
年
一
二
月
以
前
に
成
立
し
た
と
す
る
と
、

時
間
が
幾
分
少
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
ま
ず
本
文
を
見
る
と
「
一

巻
本
」
で
は
能
恵
法
師
が
蘇
生
す
る
ま
で
は
書
か
れ
て
い
る
が
再
び
亡
く
な
っ

た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
巻
数
が
増
え
る
ほ
ど
内
容
も
詳
し
く
書
か
れ
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、「
一
巻
本
」
の
記
述
と
「
片
活
三
本
」
の
記
述
で
は

「
般
若
第
一
教
」
以
下
の
偈
文
を
そ
の
当
時
京
の
人
が
唱
え
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
七
巻
本
」
で
は
京
の
人
は
そ
の
偈
を
書
写
し
、
所
持

し
て
い
た
と
し
た
。
そ
れ
が
「
七
巻
本
」
執
筆
時
に
き
わ
め
て
近
い
時
期
で
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
「
む
げ
に
ち
か
く
」
と
し
作
者
は
書
き
改
め
た
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
「
能
恵
法
師
説
話
」
が
書
か
れ
た
箇
所
を
、「
一
巻
本
」、「
片

活
三
本
」、「
七
巻
本
」
の
順
に
成
立
し
た
な
ら
、「
般
若
第
一
教
」
に
対
す
る

世
間
の
信
仰
の
変
遷
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
成
立
順
が
前
後
し
た

と
し
て
、「
一
巻
本
」
で
口
々
に
唱
え
、「
七
巻
本
」
で
文
字
化
し
て
、「
片
活

三
本
」
で
ま
た
口
々
に
唱
え
る
と
い
う
形
に
逆
戻
り
し
た
と
す
る
な
ら
そ
れ
は

不
可
解
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
口
唱
」
か
ら
「
偈
文
書
写
所
持
」
と
考
え
る
の
が

自
然
だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
程
⑧
に
あ
っ
た
紫
式
部
の
堕
地
獄
説
話
は
「
片
活
三

本
」
で
「
マ
ヂ
カ
ク
」
と
し
た
の
が
「
七
巻
本
」
で
は
「
ち
か
く
」
と
さ
れ
て

い
る
。「
片
活
三
本
」
で
は
直
近
の
出
来
事
と
し
て
、「
七
巻
本
」
で
は
時
間
が

過
ぎ
て
作
者
の
感
覚
と
し
て
は
こ
の
間
の
出
来
事
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
れ
ば
、「
一
巻
本
」、「
三
巻
本
」、「
七
巻
本
」
の
順
番
で
成
立
が
説
明
で

き
る
。
実
際
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
片
活
三
本
」「
七

巻
本
」
の
成
立
は
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
八
月
以
後
、
文
治
二
年
（
一
一
八

六
）
一
二
月
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、『
宝
物
集
』
三
伝
本
に
用
い
ら
れ
た
「
ち
か
し
」
の
用
例
を
抜
き
出

し
、
そ
の
用
法
を
調
査
し
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
。

四　
十
二
門
「
発
願
」
の
「
成
仏
」
と
「
往
生
」
に
つ
い
て

　
「
能
恵
法
師
説
話
」
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は

こ
の
説
話
が
含
ま
れ
る
「
一
巻
本
」
で
は
第
二
門
、「
片
活
三
本
」、「
七
巻
本
」

で
は
第
五
門
の
「
発
願
」
の
章
段
冒
頭
や
末
尾
で
成
仏
か
ら
往
生
へ
内
容
が
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
十
二
門
を
開
示
し
た
箇
所
も
含
め
て
次
に
記

す
。
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ま
ず
表
Ⅱ
の
十
二
門
開
示
を
見
る
と
、
傍
線
部
に
は
各
本
全
て
「
成
仏
」
が

見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
「
発
願
」
の
冒
頭
で
は
「
一
巻
本
」
の
傍
線
部
が
引

き
続
き
「
成
仏
」
を
願
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
片
活
三
本
」
や
「
七
巻
本
」

で
は
浄
土
に
「
往
生
」
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
同
様
に
「
発
願
」
の
末
尾

で
も
「
一
巻
本
」
で
は
「
成
仏
」、「
片
活
三
本
」
や
「
七
巻
本
」
で
は
「
往

生
」
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
末
尾
で
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
あ
る
極
楽
と
明
確

に
書
き
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
片
活
三
本
」、「
七
巻
本
」
で
は
阿
弥
陀
仏

の
浄
土
思
想
か
ら
の
影
響
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
成
仏
」
と
は
悟
り
を
開

い
た
り
、
真
理
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
る
。「
往
生
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
浄

土
教
で
は
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
世
界
に
「
往
生
」
し
て
か
ら
「
成
仏
」
す
る
と
考

え
る（

（1
（

の
で
意
味
が
異
な
る
。
特
に
日
本
の
浄
土
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
、
末
木
文
美
士
氏
は
、「
来
世
浄
土
へ
の
往
生
と
い
う

こ
と
を
目
標
に
定
め
て
お
り
、
そ
の
点
で
現
世
で
の
修
行
か
ら
悟
り
へ
と
い
う

道
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
「
発
願
」

の
部
分
は
「
能
恵
法
師
説
話
」
を
含
め
「
一
巻
本
」
で
は
一
貫
し
て
「
成
仏
」

を
目
指
し
た
が
、「
片
活
三
本
」
や
「
七
巻
本
」
で
は
「
往
生
」
を
目
指
す
内

容
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
山
田
昭
全
氏
は
「
七
巻
本
」
第
五
門
で
引
用

さ
れ
て
い
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』、『
十
疑
（
浄
土
十
疑
論
）』『
大
荘
厳
論
』
の

内
容
は
『
往
生
要
集
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ

に
従
う
と
『
宝
物
集
』
は
浄
土
教
の
中
で
も
特
に
『
往
生
要
集
』
の
影
響
が
強

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
宝
物
集
』
に
は
「
発
願
」
と
同
様
に
、「
成
仏
」
か
ら
「
往
生
」
へ
と
大
き

く
内
容
が
変
更
さ
れ
た
箇
所
と
し
て
十
二
門
の
第
八
門
「
観
念
」
の
章
段
が
挙

げ
ら
れ
る
。「
一
巻
本
」
で
は
現
存
し
て
い
な
い
箇
所
だ
が
、
第
八
門
の
「
観

念
」
の
章
段
は
、「
発
願
」
章
段
以
上
に
「
浄
土
教
的
表
現
」
が
徹
底
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
片
活
三
本
」
の
「
成
仏
」
が
、「
七
巻
本
」

表
Ⅱ

「
一
巻
本
」

「
片
活
三
本
」

「
七
巻
本
」

十
二
門
開
示

二
ニ
ハ
佛
ニ
ナ
ラ
ム
ト
イ
フ
願
ヲ
オ
コ
シ

　

第
五
ニ
、
成
仏
ン
ト
願
ヲ
起
シ

　

第
五
に
は
仏
に
な
ら
ん
と
願
を
お
こ
し
、

発
願

冒
頭

第
二
誓
願
ヲ
オ
コ
シ
テ
佛
ニ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
申
ハ　

第
五［
ニ
］、
浄
土
ニ
往
生
セ
ン
ト
云
願
ヲ
起
テ

仏
道
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
ハ
、

　

第
五
に
、
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
云
願
を
お
こ
し

て
仏
道
を
な
る
べ
し
と
申
は
、

末
尾

ハ
ヤ
ク
佛
ニ
ナ
ラ
ム
ト
願
ヲ
發
給
ヘ
シ
。
　

又
、
物
ヲ
願
ニ
、
叶
マ
ジ
キ
事
ヲ
ダ
ニ
コ
ソ
願

ニ
侍
リ
ヌ
レ
。
マ
シ
テ
往
生
極
楽
ヲ
願
ン
、
ナ
ン

ゾ
疑
ア
ラ
ン
。
叶
マ
ジ
キ
コ
ト
ヲ
願
フ
人
、
歌
ニ

テ
申
ベ
シ
。

　
（
和
歌
省
略
）

な
を
〳
〵
極
楽
に
往
生
せ
ん
と
云
願
を
お
こ
し
給

べ
し
。

　

物
を
ね
が
ふ
に
は
、
か
な
ふ
ま
じ
き
事
を
ね
が

ふ
人
、
お
ほ
く
侍
る
め
り
。
歌
に
て
申
侍
る
べ
し
。

　
（
和
歌
省
略
）
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で
は
「
往
生
」
の
表
記
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
書
き

換
え
の
用
例
を
確
認
し
て
み
た
い
。

五　
「
成
仏
」
か
ら
「
往
生
」
の
書
き
換
え
に
つ
い
て

　

で
は
次
に
第
八
門
の
「
観
念
」
の
章
段
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
次
の
表
Ⅲ
傍

線
部
は
「
七
巻
本
」
で
浄
土
思
想
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、
又
は
浄
土
思
想
に
関

連
す
る
言
葉
が
出
て
来
た
部
分
を
上
段
に
抜
き
出
し
、
下
段
に
は
、
そ
れ
に
該

当
す
る
「
片
活
三
本
」
の
く
だ
り
を
引
用
し
た
。

表
Ⅲ　
※
太
字
は
「
七
巻
本
」
に
依
る
小
見
出
し

「
七
巻
本
」

「
片
活
三
本
」

観
念

一　

二
八
二
頁
（「
観
念
」
冒
頭
）

　

第
八
に
、
観
念
を
こ
ら
し
て
仏
道
を

成
ず
べ
し
と
申
は
、
先
師
み
な
観
念
に

よ
る
が
故
に
、
往
生
浄
刹
の
素
懐
を
と

げ
た
ま
へ
り

　
　

一
六
六
頁

　

第
八
ニ
、
観
念
ヲ
凝
シ
テ
成
仏
ス
ト

申
ハ
、
諸
法
ハ
観
念
ニ
依
ガ
故
ニ
、
先

師
皆
観
念
ヲ
用
ヒ
給
ヘ
リ
。

　
　

三
界
唯
一
心　

心
外
無
別
法

　
　

心
仏
及
衆
生　

是
三
無
差
別

　

ト
説
。「
一
色
一
香
、
無
非
中
道
」

ト
云
。
是
ヲ
真
如
実
相
ト
名
ク

二　

二
八
二
頁

　

賢
き
将
軍
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
帷
帳
の

内
に
ふ
し
な
が
ら
、
万
里
の
外
の
軍
に

無
し

勝
つ
べ
き
謀
を
す
る
な
り
。
賢
き
聖
に

成
ぬ
れ
ば
、
十
万
億
の
国
を
過
て
、
極

楽
浄
土
の
ゑ
ほ
う
正
法
を
観
念
し
て
、

往
生
極
楽
の
望
を
成
就
す
る
也
。

三　

二
八
二
頁

　

薬
草
薬
樹
は
耆
婆
・
扁
鵲
が
〔
眼

ノ
〕
前
、
浄
土
浄
刹
は
観
念
の
掌
の
う

ち
と
云
は
、
是
な
り
。

無
し

四　

二
八
三
頁

　

日
西
に
い
ら
ば
、
弥
陀
来
迎
し
て
浄

土
に
か
へ
り
給
光
を
お
も
へ
。
水
清
く

す
ま
ば
、
紺
瑠
璃
の
池
の
映
徹
せ
る
事

を
観
ぜ
よ
。

無
し

五　

二
八
三
頁

　

道
珍
禅
師
は
池
を
観
じ
て
往
生
の
素

懐
を
と
げ
、
海
雲
比
丘
は
海
に
む
か
つ

て
浄
土
の
因
を
う
へ
き
。

無
し

六　

二
八
三
頁

　

こ
の
故
に
、
あ
る
時
は
、
弥
陀
如
来
、

八
功
徳
池
の
中
に
宝
蓮
台
に
座
し
て
光

明
を
は
な
ち
給
ふ
を
観
念
し
、
あ
る
時

は
、
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
と
と
も
に

大
梵
和
雅
の
御
声
を
も
て
法
を
と
き
給

ふ
を
観
じ
、
あ
る
時
は
、
六
十
万
億
那

由
多
恒
河
沙
由
旬
の
大
身
を
現
じ
給
ひ

て
、
眉
間
の
白
毫
の
五
の
須
弥
の
や
う

な
る
を
観
じ
、
或
時
は
、
宮
殿
楼
閣
の

無
し
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飛
行
す
る
を
観
じ
、
あ
る
と
き
は
、
上

品
蓮
台
の
暁
の
楽
の
声
を
観
じ
、
あ
る

と
き
は
、
鳧
雁
・
鴛
鴦
の
五
根
五
力
の

法
文
を
囀
る
を
観
ず
る
時
、
八
十
億
劫

の
生
死
の
罪
障
を
の
ぞ
く
。
つ
ゐ
に
安

養
浄
刹
に
往
生
す
る
な
り
。
こ
ま
か
に

は
、
観
無
量
寿
経
に
と
け
り
。
是
を
十

六
相
観
の
大
意
と
す
。

七　

二
八
三
頁

　

あ
る
時〔
は
〕、
身
の
中
の
真
如
実
相

を
観
じ
、
あ
る
と
き
は
、
諸
法
空
寂
な

る
事
を
観
じ
、
あ
る
と
き
は
、
此
身
の

不
浄
な
る
事
を
観
ず
。
皆
、
往
生
極
楽

の
因
と
な
ら
ず
と
云
事
な
し
。

無
し

真
如
実
相

八　

二
八
五
頁

　

し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
本
有
常
住
の

月
、
光
を
か
く
し
て
、
生
死
長
夜
の
闇

ふ
か
し
。
四
智
円
明
の
鏡
、
塵
つ
も
り
て
、

三
身
万
徳
の
影
う
か
ぶ
事
な
き
な
り
。

　

観
無
量
寿
経
に
は
、「
三
十
二
相
、

八
十
随
形
の
好
な
る
、
此
心
仏
に
な

る
、
こ
の
心
是
仏
也
」
ト
云
ヒ
、

　

大
集
経
に
は
、「
菩
提
を
は
な
れ
て
一

法
有
事
な
し
。
こ
の
ゆ
へ
に
心
性
の
仏

無
し

を
観
念
す
べ
し
」
と
は
を
し
へ
給
へ
る

な
り
。

空
観

九　

二
八
九
頁

　

次
に
空
観
と
申
は
、
色
即
是
空
の
思

ひ
を
な
し
て
、
諸
法
を
空
と
し
り
、
無

大
無
小
の
観
を
い
た
し
て
、
一
切
有
と

思
は
ぬ
な
り
。

　
　

�

観
レ
身
岸
額
離
レ
根
草　

論
レ
命
江

頭
不
レ
繋
船

　

こ
の
故
に
、
人
も
む
な
し
、
我
も
む

な
し
、
是
も
む
な
し
、
彼
も
む
な
し
、

浄
土
も
な
し
、
地
獄
も
な
し
。

　
　

一
六
八
頁

　

空
観
ト
申
ハ
、
諸
法
ハ
空
也
ト
観
ジ

テ
、
著
ヲ
成
ス
事
ヲ
セ
ザ
ル
也
。

　
　

観
身
岸
ノ
額
ニ
離
根
草

　
　

論
命
江
辺
ニ
ツ
ナ
ガ
ザ
ル
船

　

生
ア
ル
者
ハ
必
滅
、
釈
尊
未
免
栴
檀

ノ
煙
。
楽
ミ
尽
キ
悲
来
、
天
人
尚
五
衰

ノ
日
ニ
相
ヘ
リ
。

　

加
之
、
万
法
ハ
皆
是
空
也
ト
観
バ
、

罪
モ
ナ
シ
、
功
徳
モ
ナ
シ
、
浄
土
モ
ナ

シ
、
地
獄
モ
ナ
シ
。

一
〇　

二
九
五
頁

い
は
ん
や
、
滅
罪
生
善
の
た
め
に
、
空

寂
を
観
念
せ
ん
人
、
あ
に
、
往
生
極
楽

の
因
と
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
此
事
こ
ま
か
に

俱
舎
十
一
巻
に
し
る
し
、
委
は
正
法
念
経
に
と
け

り
。

無
し

不
浄
観

一
一　

三
〇
一
頁

　

次
に
不
浄
を
観
ず
べ
し
と
申
は
、
我

身
も
人
の
身
も
不
浄
な
る
事
を
観
ず
る

な
り
。
た
と
へ
ば
、
絵
が
け
る
瓶
の
中

に
も
ろ
〳
〵
の
糞
穢
を
入
た
る
が
如
し

と
い
へ
る
、
こ
ま
か
に
は
横
川
の
僧
都

の
往
生
要
集
に
し
る
せ
り
。

　
　

一
六
九
頁

　

不
浄
観
ト
申
ハ
、
我
モ
人
モ
、
此
身

ハ
始
ヨ
リ
終
マ
デ
内
外
不
浄
也
。
譬

バ
、
絵
ニ
書
ケ
ル
瓶
ノ
内
ニ
、
糞
穢
ヲ

入
タ
ル
ガ
如
シ
。
大
海
ヲ
頂
テ
洗
ト
モ

清
ク
成
事
不
可
有
。
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右
に
引
用
し
た
両
伝
本
を
確
認
す
る
と
、「
片
活
三
本
」
の
冒
頭
で
は
「
観

念
」
に
よ
る
「
成
仏
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
末

尾
部
分
で
は
た
だ
観
念
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
七
巻

本
」
で
は
、
冒
頭
、
末
尾
、
ど
ち
ら
も
「
観
念
」
に
よ
る
「
往
生
」
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
体
と
し
て
は
小
見
出
し
の
「
観
念
」
と
「
不
浄

観
」
に
浄
土
思
想
に
関
す
る
内
容
が
増
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に

「
七
巻
本
」
冒
頭
の
「
往
生
浄
刹
の
素
懐
」
は
「
か
ね
て
か
ら
の
往
生
極
楽
の

一
二　

三
〇
二
頁

誰
の
心
有
人
か
是
に
着
を
な
し
て
、
手

と
り
口
す
ひ
床
を
一
に
せ
ん
。
こ
の
観

念
を
な
す
と
き
、
無
始
生
死
の
罪
障
消

滅
し
て
、
往
生
極
楽
の
因
を
得
る
物
な

り
。

無
し

一
三　

三
〇
二
頁

　

こ
の
故
に
、
恵
心
僧
都
は
、「
此
不

浄
観
な
ら
ず
は
、
つ
ね
に
塚
の
間
に
の

ぞ
み
て
、
死
人
の
屍
を
み
よ
」
と
は
を

し
へ
給
へ
る
な
り
。

　

し
か
の
み
な
ら
ず
、
観
念
に
よ
る
が

故
に
、
罪
か
へ
り
て
功
徳
と
な
り
、
悪

変
じ
て
善
と
な
る
事
侍
り
。

無
し

一
四　

三
〇
二
頁

　

少
〻
申
侍
る
べ
き
な
り
。
仙
預
国
王

の
人
を
こ
ろ
し
、
東
光
梵
士
婬
を
行

じ
、
末
利
夫
人
の
酒
を
す
ゝ
め
し
、
皆

破
戒
な
り
と
い
へ
ど
も
、
浄
土
の
因
と

な
る
也

　
　

一
七
〇
頁

　

仙
預
国
王
ハ
仏
説
ヲ
不
用
シ
故
ニ
、

五
百
ノ
婆
羅
門
ヲ
殺
シ
、
東
光
梵
士
ハ

「
我
ヲ
不
犯
者
、
身
ヲ
投
テ
死
ン
」
ト

云
シ
下
女
ヲ
犯
シ
キ
。
末
利
夫
人
ハ
国

王
ノ
嗔
テ
人
ヲ
殺
ン
ト
セ
シ
カ
バ
、
酒

ヲ
ス
ゝ
メ
テ
腹
ヲ
ス
エ
タ
リ
キ
。

　

人
ヲ
殺
シ
、
婬
ヲ
行
ジ
、
酒
ヲ
ス
ゝ

メ
、
如
此
悪
業
有
レ
ド
モ
観
念
ニ
依
ル

ガ
故
ニ
、
此
人
皆
、
果
ヲ
得
タ
リ
ト
云

ヘ
リ
。

一
五　

三
〇
三
頁

是
皆
逆
罪
な
り
と
い
へ
ど
も
、
み
な
浄 　
　

一
六
九
頁

　

是
ヲ
不
浄
観
ト
ハ
申
也
。
縦
ヒ
悪
業

土
の
因
と
な
り
き
。
智
者
の
つ
く
る
罪

は
、
鉢
の
ご
と
し
と
云
は
こ
れ
な
り
。

　
　

煩
悩
即
菩
提　

生
死
即
涅
槃

と
い
ひ
、

　
　

婬
欲
即
是
道　

恚
痴
亦
如
是

と
と
く
は
是
な
り
。

ヲ
成
ト
云
ヘ
ド
モ
、還
テ
善
ト
成
ル
ハ
、

此
観
ニ
依
也
。

　
　

煩
悩
即
菩
提　

生
死
即
涅
槃

ト
、

　
　

婬
欲
即
是
道　

恚
痴
亦
如
是

ト
説
。
此
ヲ
以
テ
、「
智
者
ノ
造
ル
罪

ハ
鉢
ノ
如
」
ト
ハ
申
也
。

一
六　

三
〇
三
頁

二
人
の
僧
、
命
終
の
時
、
聖
衆
の
来
迎

に
あ
づ
か
り
て
、
往
生
の
相
を
あ
ら
は

す
と
い
へ
り
。

無
し

一
七　

三
〇
五
頁
（「
観
念
」
末
尾
）

　
　

若
以
レ
色
見
レ
我　

以
二
音
声
一
求
レ
我

　
　

是
人
行
二
邪
道
一　

不
レ
能
レ
見
二
如
来
一

　

是
皆
観
念
の
大
意
な
り
。こ
の
故
に
、

観
念
を
い
た
し
て
、
浄
土
往
生
し
た
ま

へ
と
は
す
ゝ
め
申
侍
な
り
。

　
　

一
七
〇
頁

　
　

若
以
色
見
我　

以
音
声
求
我

　
　

是
人
行
邪
道　

不
能
見
如
来

　

此
観
念
ノ
心
ニ
テ
侍
ル
。
何
ニ
モ
観

ジ
給
ベ
キ
也
。
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「
国
文
学
試
論
」
第
25
号
　
平
成
28
年
3
月

願
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
七
巻
本
」
で
の
第
八
門
は
「
観
念
」

に
よ
る
「
往
生
」
に
つ
い
て
か
な
り
強
調
し
て
書
く
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
浄
土
思
想
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
真
如
実
相
」
と
「
空
観
」

を
見
る
と
、
八
は
真
如
実
相
を
、
一
〇
に
つ
い
て
は
空
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で

『
観
無
量
寿
経
』
の
引
用
や
「
空
寂
を
観
念
せ
ん
人
、
あ
に
、
往
生
極
楽
の
因

と
な
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
、「
片
活
三
本
」
に
該
当
部
分
が

無
い
だ
け
に
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
増
訂
が
多
い
部
分
で
の
み
浄
土
教
に
関
す

る
記
述
を
追
加
し
た
の
で
は
な
く
、
第
八
門
の
「
観
念
」
全
体
で
浄
土
教
に
つ

い
て
言
及
し
強
調
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
冒
頭
と
末
尾
で
往
生
や

浄
土
に
言
及
し
て
照
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
一
方
、「
片
活
三

本
」
で
は

　
　

�　

第
八
ニ
、
観
念
ヲ
凝
シ
テ
成
仏
ス
ト
申
ハ
、
諸
法
ハ
観
念
ニ
依
ガ
故

ニ
、
先
師
皆
観
念
ヲ
用
ヒ
給
ヘ
リ
。

　
　
　
　

三
界
唯
一
心　

心
外
無
別
法　

心
仏
及
衆
生　

是
三
無
差
別

　
　

�

ト
説
。「
一
色
一
香
、
無
非
中
道
」
ト
云
。
是
ヲ
真
如
実
相
ト
名
ク
。（
一

六
六
頁
）

と
冒
頭
に
あ
り
、
天
台
教
学
の
中
心
思
想
を
全
面
に
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
仏
教
思
想
的
に
は
「
成
仏
」
に
力
点
を
置
い
た
冒
頭
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、「
七
巻
本
」
は
「
片
活
三
本
」
の
思
想
を
概
ね
取
り
込
ん
だ
形

で
、「
極
楽
往
生
」
を
強
調
し
た
内
容
で
増
訂
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ

ま
り
「
片
活
三
本
」
と
同
様
の
内
容
が
、「
七
巻
本
」
で
は
往
生
で
き
る
方
法

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
観
念
に
よ
る
成
仏
」
を
記

し
な
が
ら
、「
観
念
に
よ
る
浄
土
往
生
」
を
勧
め
て
い
る
内
容
に
書
き
換
え
て

い
る
の
だ
。
こ
こ
に
当
時
の
浄
土
教
思
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
当
時
観
念
に
よ
る
往
生
を
重
視
し
た
人
物
に
永

観
が
挙
げ
ら
れ
、
永
観
が
『
宝
物
集
』
に
対
し
て
影
響
が
あ
っ
た
と
山
田
昭
全

氏
は
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。『
往
生
要
集
』
や
永
観
等
、
当
時
の
浄
土
教
関
連
の
思

想
信
仰
を
『
宝
物
集
』
作
者
が
意
識
し
て
い
た
と
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
、

『
宝
物
集
』
成
立
時
期
は
、
法
然
が
大
原
問
答
で
世
に
知
ら
れ
る
前
後
と
考
え

ら
れ
る
。
永
観
か
ら
法
然
の
間
、
つ
ま
り
、
法
然
が
世
に
出
て
く
る
少
し
前
の

浄
土
教
思
想
の
影
響
が
あ
っ
て
、「
七
巻
本
」
で
は
「
観
念
に
よ
る
往
生
」
が

書
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、「
片
活
三

本
」
は
そ
の
成
仏
思
想
か
ら
、「
七
巻
本
」
の
後
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は

考
え
難
い
と
い
え
よ
う
。
大
場
朗
氏
は
「
片
活
三
本
」
で
は
「
諸
行
往
生
を
認

め
る
立
場
で
叙
述
」
し
、「
七
巻
本
」
で
は
「
専
修
念
仏
」
に
よ
る
「
往
生
・

成
仏
」
を
説
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
や
は
り
「
片
活
三
本
」

の
後
に
「
七
巻
本
」
が
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
思
想
信
仰
の
流
れ
で
あ

る
「
諸
行
往
生
か
ら
専
修
念
仏
へ
」
と
い
う
流
れ
と
合
致
し
自
然
で
あ
る
と
し

て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
第
八
門
の
「
観
念
」
の
章
段
の
比
較
検
討
か
ら
も
同

様
の
結
論
、
す
な
わ
ち
、「
一
巻
本
」、「
片
活
三
本
」、「
七
巻
本
」
の
成
立
の

順
序
が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五　
ま
と
め

　

以
上
小
稿
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
「
発
願
」
の
「
能
恵
法
師
説
話
」
で
は

「
む
げ
に
ち
か
く
」
と
い
う
語
句
の
考
察
か
ら
、
当
時
の
「
般
若
第
一
教
」
の
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思
想
信
仰
が
、
唱
え
る
形
か
ら
紙
に
書
い
て
所
持
す
る
形
に
変
化
し
て
い
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
に
は
当
時
の
思
想
信
仰
の
移
り
変
わ
り
が
見
て
取

れ
、
そ
の
流
れ
を
踏
ま
え
る
と
、「
一
巻
本
」、「
片
活
三
本
」、「
七
巻
本
」
の

順
に
成
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
自
然
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
。

　

次
に
「
能
恵
法
師
説
話
」
が
含
ま
れ
て
い
る
「
発
願
」
の
章
段
の
冒
頭
と
末

尾
に
注
目
し
て
考
察
を
す
す
め
た
と
こ
ろ
、「
一
巻
本
」
で
は
冒
頭
や
末
尾
で

「
成
仏
」
に
つ
い
て
説
い
て
い
た
が
、「
片
活
三
本
」
や
「
七
巻
本
」
で
は
「
往

生
」
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
同
様
の
現
象
が
第
八
門

の
「
観
念
」
の
章
段
に
も
認
め
ら
れ
た
の
で
、
三
伝
本
を
調
査
す
る
と
、「
片

活
三
本
」
が
「
成
仏
」
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
七
巻
本
」
で

は
「
往
生
」
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
の
考
察
か
ら
、

「
片
活
三
本
」
か
ら
「
七
巻
本
」
の
書
き
換
え
の
流
れ
は
、
当
時
の
思
想
信
仰

の
流
れ
、
す
な
わ
ち
、「
諸
行
往
生
か
ら
専
修
念
仏
へ
」
と
い
う
流
れ
と
合
致

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

以
上
、「
能
恵
法
師
説
話
」
の
「
む
げ
に
ち
か
く
」
と
い
う
語
句
の
考
察
と
、

十
二
門
中
の
「
発
願
」「
観
念
」
の
章
段
の
「
成
仏
」
と
「
往
生
」
の
表
記
を

手
が
か
り
に
し
て
、
三
伝
本
の
成
立
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
。

※
今
回
使
用
し
た
『
宝
物
集
』
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
一
巻
本
」
月
本
直
子　

月
本
雅
幸　

編　
『
宮
内
廳
書
陵
部
藏
本
寶
物
集
總
索

引
』〈
古
典
籍
索
引
叢
書　

第
六
卷
（
第
一
会
配
本
）〉（
汲
古
書
院　

一
九

九
三
年
一
〇
月
）

「
片
活
三
本
」
山
田
昭
全
・
大
場
朗
・
森
晴
彦
『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う　

一
九

九
五
年
四
月
）

「
七
巻
本
」
小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・
小
島
考
之
・
木
下
賢
一
『
宝
物
集　

閑
居

友　

比
良
山
古
人
霊
託
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
40
〉（
岩
波
書
店　

一
九

九
三
年
一
一
月
）

【
注
】

（
1
）小
泉
弘　
『
古
鈔
本
宝
物
集 

研
究
篇
（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
）』　
（
小
泉
弘　

角
川
書
店
）
一
九
七
三
年
三 

月

	

　

小
泉
弘
氏
に
よ
る
と
、『
宝
物
集
』「
一
巻
本
」
は
平
康
頼
自
筆
か
疑
わ

し
い
が
、
漢
字
や
片
仮
名
の
書
体
が
古
風
な
こ
と
か
ら
、
康
頼
の
時
代
を

さ
し
て
下
ら
な
い
頃
の
写
し
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
2
）山
田
昭
全
『
山
田
昭
全
著
作
集　

第
２
巻　

宝
物
集
研
究
』（
お
う
ふ
う　

二
〇
一
五
年
一
月
）

	

　

山
田
氏
に
よ
れ
ば
『
宝
物
集
』
は
江
戸
時
代
に
「
第
一
種
七
巻
本
」
が

最
も
出
回
っ
て
お
り
、
小
泉
弘
氏
が
「
七
巻
本
」
を
発
見
す
る
ま
で
は
、

平
康
頼
が
書
い
た
「
一
巻
本
」
を
江
戸
時
代
頃
ま
で
に
徐
々
に
増
補
す
る

こ
と
で
成
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
「
七
巻
本
」
と

「
第
一
種
七
巻
本
」
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、「
第
一
種
七
巻
本
」
は
「
片
活

三
本
」
の
上
巻
と
中
巻
、
そ
れ
以
降
を
「
七
巻
本
」
の
五
巻
以
降
を
合
わ

せ
た
内
容
で
書
い
た
と
し
た
。
つ
ま
り
「
片
活
三
本
」
と
「
七
巻
本
」
は

江
戸
以
前
の
成
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）「
一
巻
本
」
で
は
「
佛
に
ナ
ル
ミ
チ
ニ
モ
。
十
二
門
ヲ
タ
テ
ヽ
申
侍
ベ
シ
。」

と
あ
る
が
、
こ
の
十
二
門
を
「
片
活
三
本
」
で
は
「
浄
土
ニ
可
往
生
ス
道

ニ
、」「
七
巻
本
」
で
も
「
浄
土
に
往
生
を
す
べ
き
道
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
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「
国
文
学
試
論
」
第
25
号
　
平
成
28
年
3
月

こ
の
時
点
で
成
仏
と
往
生
と
い
う
記
述
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し

「
一
巻
本
」
は
第
三
門
途
中
ま
で
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
一

巻
本
」
で
は
十
二
門
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
内
容
が
成
仏
を
重
視
し
て
書
か
れ

た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

（
4
）千
葉
照
源
「
寶
物
集
成
立
考
」（『
國
文
學
踏
査
』　

１
号　

一
九
三
一
年

一
二
月
）
二
五
八
頁
、
二
五
九
頁

（
5
）美
濃
部
重
克
「『
宝
物
集
』
の
成
立
時
期
」（『
南
山
国
文
論
集
』
四
号
）

一
九
八
〇
年
三
月　

五
五
頁

（
6
）竹
居
明
男
「『
能
恵
法
師
絵
巻
』
と
そ
の
周
辺　

―
中
世
八
幡
宮
を
め
ぐ

る
蘇
生
譚
覚
書
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
八
巻　

一
九
八
七
年
六
月
）
二

〇
五
～
二
〇
九
頁

（
7
）梅
津
次
郎
「
能
恵
法
師
絵
詞
に
つ
い
て
」（
美
術
研
究
大
百
四
号　

一
九

四
〇
年
八
月
）
二
二
九
～
二
三
一
頁

（
8
）近
藤
喜
博
「
絵
巻
に
関
す
る
新
資
料　

―
能
恵
法
師
傳 
と
春
日
権
現
験

記
抄
―
」（『
美
術
史
』
二
十
五
号　

一
九
五
七
年
七
月
）
九
、
一
〇
頁

（
9
）新
城
敏
男
「
中
世
八
幡
信
仰
の
一
考
察
―
『
八
幡
愚
童
訓
』
の
成
立
と
性

格
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
三
二
一
号　

一
九
七
五
年
一
月
）
四
三
頁

（
10
）桜
井
徳
太
郎
・
萩
原
龍
夫
・
宮
田
登
校 

注
『
寺
社
縁
起
』〈
日
本
思
想
体

系
20
〉（
岩
波
書
店　

一
九
七
五
年
一
二
月
）
二
五
三
頁

（
11
）小
松
茂
美
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
の
研
究
』（
東
京
美
術　

一
九
七
四
年

一
〇
月
）
一
二
四
～
一
四
六
頁

	

　

因
み
に
藤
原
教
長
は
小
松
茂
美
氏
の
指
摘
で
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
絵
巻
の
中
で
最
初
に
画
中
詞
を
使
用
し
た
『
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
』
の

作
者
と
さ
れ
て
い
る
。『
能
恵
法
師
絵
詞
』
も
画
中
詞
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
表
現
の
潮
流
だ
っ
た
か
。

（
12
）清
水
宥
聖
「
源
氏
一
品
経
供
養
表
白
」
の
成
立
背
景
（『
大
正
大
学
大
学

院
研
究
論
集
』
第
二
八
号　

二
〇
〇
四
年
三
月
）
四
〇
、
四
一
頁

（
13
）永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖 

編
『
安
居
院
唱
導
集
』（
角
川
書
店　

一
九
七
二

年
三
月
）
六
八
頁

（
14
）（
5
）
と
同
じ

	

　
「
一
巻
本
」
と
「
七
巻
本
」
で
官
職
表
記
が
異
な
る
人
物
に
注
目
し
た

と
こ
ろ
、
最
も
上
限
を
狭
く
す
る
と
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
三
月
以

後
、
同
二
年
一
二
月
以
前
と
な
っ
た
。
し
か
し
官
職
が
書
か
れ
た
朝
臣
書

は
転
写
に
際
し
て
誤
り
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
注
目
し
た
人
物
の
中
に
い

た
藤
原
親
宗
の
官
職
は
解
官
と
還
任
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
寿

永
二
年
一
二
月
に
特
定
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
し
た
。
文
治
二
年
一

〇
月
、
藤
原
兼
定
、
一
一
月
、
実
定
、
一
二
月
、
実
家
、
公
衡
の
官
職
が

「
七
巻
本
」
と
は
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
文
治
二
年
一
二
月
以
前
で
あ
る
だ

ろ
う
と
し
た
。
ま
た
、「
第
二
種
七
巻
本
」
に
は
武
官
系
平
氏
の
歌
人
が

全
く
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、『
千
載
集
』
で
そ
れ
ら
の
人
物
が
朝
敵
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
読
人
不
知
、
と
し
た
こ
と
と
同
じ
く
憚
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
な
の
で
後
白
河
院
が
平
家
追
討
の
命
を
出
し

た
寿
永
二
年
八
月
二
八
日
以
後
に
「
七
巻
本
」
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い

か
と
し
て
い
る
。

（
15
）『
岩
波
仏
教
事
典　

第
二
版
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月　

第
二

版
）

（
16
）末
木
文
美
士
『
鎌
倉
仏
教
展
開
論
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー　

二
〇
〇
八
年

四
月
）
一
一
九
頁
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（
17
）（
2
）
と
同
じ　

二
二
二
頁

（
18
）（
2
）
と
同
じ　

二
二
四
頁

（
19
）大
場
朗
『
宝
物
集
の
研
究
』（
お
う
ふ
う　

二
〇
一
〇
年
三
月
）。
三
〇
八

頁
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